
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
学
校
で
は
４
月
６
日(

水)

、

入
学
式
が
行
わ
れ
、
真
新
し
い
制
服

に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
が
学
び
舎
の

門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
板
垣
直
俊
校
長
が
「
こ

れ
か
ら
は
自
分
で
判
断
し
行
動
で
き

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
友
達
と
仲

良
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
る
と
新
入

生
は
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
４
月
７
日
（
木
）
に
入

学
式
が
行
わ
れ
、
新
一
年
生
が
新
し

い
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。式

で
は
、
上
級
生
に
手
を
引
か
れ
、

拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
子
供
た
ち
。
最

初
は
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

森
茂
樹
校
長
か
ら
「
元
気
に
あ
い
さ

つ
を
し
て
、
ま
わ
り
の
人
も
元
気
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら

れ
る
と
元
気
な
声
で
返
事
を
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
度
の
新
入
生
は
中
学
校
が
23
人
、

小
学
校
が
26
人
で
す
。

第
32
回
黄
桜
ま
つ
り

出
店
や
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

飾
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
由
利

高
校
民
謡
部
が
出
演
し
ま
す
。

ダ
ム
湖
畔
を
散
策
し
な
が
ら
本
州

最
後
の
観
桜
会
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

▼
会
場

八
塩
い
こ
い
の
森

▼
内
容

【
４
月
29
日
（
金
）
】

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
11
時
15
分
～
）

出
演

由
利
高
校
民
謡
部

【
５
月
７
日
（
土
）
】

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室
（
10
時
～
）

カ
ラ
オ
ケ
交
流
大
会
（
13
時
～
）

【
５
月
８
日
（
日
）
】

健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
９
時
30
分
～
）

野
点
茶
会
（
10
時
～
）

魚
の
つ
か
み
取
り
（
12
時
15
分
～
）

黄
桜
歌
謡
シ
ョ
ー
（
13
時
30
分
～)

歌
手

小
桜
舞
子

【
５
月
21
日
（
土
）
】

黄
桜
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
８
時
30
分
～
）

市
観
光
協
会
東
由
利
支
部

（
産
業
課
69-

２
１
１
６)

HIGASIYURI SOUGOUSISYO DAYORI

総合支所だより

第 ２９０号

２０１６
４月１５日発行

東由利老方
字橋脇112

東 由利
総合支所

3月31日現在住民基本台帳 1,284世帯・3,669人(男1,727人・女1,864人) 前月△24人

小
中
学
校
入
学
式～新

生
活
の
は
じ
ま
り
～

上級生に手を引かれて入場する新入生

体育館に入場する新入生

真剣な面持ちの新入生



第
29
回
黄
桜
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

▼
日

時

５
月
８
日
（
日
）

８
時
30
分
よ
り
受
付
開
始

▼
場

所

八
塩
い
こ
い
の
森

▼
種

目

小
学
生
２
キ
ロ
（
３
年
生
以
下
）

小
学
生
男
女
２
キ
ロ
（
４
年
生
以
上
）

中
学
生
女
子
・
一
般
女
子
２
キ
ロ

中
学
生
男
子
４
キ
ロ

壮
年
男
子
２
キ
ロ
（
40･

50
代
・
60
歳
以
上
）

親
子
ペ
ア
２
キ
ロ

一
般
男
女
４
キ
ロ

一
般
男
女
７
キ
ロ

▼
参
加
料

子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）

200
円

一

般
（
高
校
生
以
上･

親
子
ペ
ア)

500
円

▼
申
込
締
切

４
月
22
日
（
金
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
に
て
申
込
く
だ
さ
い
。

（
申
込
用
紙
は
東
由
利
教
育
学
習
課
・

東
由
利
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
）

※
当
日
の
申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

（
教
育
学
習
課

℡
69-

２
３
１
０

FAX
69-

２
０
３
９
）

第
32
回
黄
桜
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す

第
32
回
黄
桜
ま
つ
り
観
桜
会
が
４

月
29
日(

金)

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
当

日
は
、
八
塩
い
こ
い
の
森
を
会
場
に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
ほ
か
、
由
利
高

校
民
謡
部
の
皆
さ
ん
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
披
露
し
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
前
に
、
併
せ
て
八
塩
い
こ
い
の
森

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

ご
家
族
・
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
期
日

４
月
29
日
（
金
）

▼
時
間

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

９
時
30
分
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

11
時
15
分
～

▼
場
所

八
塩
い
こ
い
の
森

▼
問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会
東
由
利
支
部

（
産
業
課
69-

２
１
１
６
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

参
加
者
募
集
！

桜
に
囲
ま
れ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、

一
緒
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

指
導
者
が
親
切
か
つ
丁
寧
に
コ
ー

ス
や
ル
ー
ル
を
案
内
い
た
し
ま
す
。

次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

５
月
７
日
（
土
）

▼
時
間

10
時
よ
り
２
時
間
程
度

▼
場
所

八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▼
参
加
料

310
円

▼
定
員

先
着
60
名

▼
申
込
み

５
月
２
日
（
月
）
ま
で

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会
東
由
利
支
部

（
産
業
課
69-

２
１
１
６
）

市
造
林
作
業
員
を
募
集
し
ま
す

▼
応
募
受
付

４
月
22
日(

金)

ま
で

▼
勤
務
内
容

市
有
林
の
造
林
作
業

及
び
林
道
の
管
理
作
業
。
そ
の
他
関

連
業
務

▼
募
集
人
員

４
人

▼
勤

務

地

市
内

▼
勤
務
時
間

週
５
日
勤
務

(

38
時
間
45
分)

▼
賃

金

日
給
月
給(

日
額
８
千
550
円)

▼
保
険･

手
当
等

社
会
保
険･

雇
用
保
険
有
・
通
勤
手
当

▼
応
募
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許

刈
払
機
安
全
衛
生
講
習
修
了
者

▼
雇
用
期
間

平
成
28
年
５
月
１
日
～

平
成
28
年
10
月
31
日
の
６
ヶ
月
間

▼
そ
の
他

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹
介

状
と
専
用
の
履
歴
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

え
付
け
の
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）



認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か

由
利
本
荘
市
で
は
、
農
業
者
が
農
業

経
営
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
認

定
農
業
者
に
認
定
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。認

定
農
業
者
に
な
る
と
、
施
設
整
備

の
た
め
の
融
資
や
補
助
制
度
を
受
け
や

す
く
な
る
な
ど
、
支
援
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

農
業
の
経
営
規
模
拡
大
や
将
来
的
に

新
た
な
作
目
に
挑
戦
し
た
い
な
ど
、
農

業
経
営
に
意
欲
が
あ
る
農
業
者
は
、
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

農
作
業
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

安
全
な
農
作
業
を
行
う
た
め
に
、
次

の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
機
械
類
の
点
検
整
備
は
計
画
的

に
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
適
時
に
休
息
を
と
り
、
無
理
の
な
い

作
業
計
画
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

③
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し
た
服
装

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
ほ
場
へ
の
出
入
り
や
、
畦
越
え
は
適

切
な
速
度
で
、
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
機
械
類
の
点
検
・
調
整
時
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

地
籍
調
査
の
杭
等
に
関
す
る
お
願
い

平
成
27
年
度
の
地
籍
調
査
地
区
（
東

由
利
蔵
字
川
ノ
上
、
上
石
田
坂
、
島
田
、

上
谷
地
、
下
谷
地
、
谷
地
平
ノ
根
、
老

方
字
上
野
地
内
）
で
設
置
し
た
木
杭
、

目
印
の
枝
が
農
作
業
そ
の
他
で
支
障
と

な
る
場
合
は
、
撤
去
廃
棄
し
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

○
た
だ
し
、
次
の
杭
等
は
、
境
界
の
基

準
と
な
る
も
の
で
、
法
律
で
保
全
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

絶
対
に
抜
い
た
り
移
動
し
た
り
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
抜
い
て
は
い
け
な
い
杭
等
】

▼
ア
ル
ミ
杭

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
杭

▼
ア
ル
ミ
プ
レ
ー
ト

（
振
興
課

69-
２
１
１
０
）

花
苗
を
斡
旋
し
ま
す

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
花

苗
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
団
体
等
で
斡
旋
希
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
４
月
26
日(

火)

ま
で
教

育
学
習
課
へ
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

花
苗
の
価
格
は
次
の
通
り
で
す
。
品

種
と
色
に
つ
い
て
は
電
話
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
50
円
】

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ア
ゲ
ラ
タ
ム
・

千
日
紅
・
ペ
チ
ュ
ニ
ア
・
コ
リ
ウ
ス

【
60
円
】

サ
ル
ビ
ア
・
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

【
70
円
】

ベ
コ
ニ
ア

【
100
円
】

ナ
ス
タ
チ
ュ
ー
ム
・
コ
キ
ア

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０)

東
由
利
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

今
年
度
の
道
路
、
河
川
一
斉
清
掃
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

雪
解
け
後
の
お
忙
し
い
時
節
柄
で
す

が
、
環
境
保
持
の
た
め
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
は
配
布
さ
れ
た
ご
み
袋
を
使
用

し
、
自
治
会
単
位
で
実
施
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
み
の
焼
却
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

実
施
日

４
月
24
日
（
日
）
午
前
中

※
自
治
会
の
都
合
に
よ
り
、
早
朝
や
別

日
に
実
施
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

(

市
民
福
祉
課
69-

２
１
１
７

建
設
課
69-

２
１
１
５)

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

国
の
行
政
な
ど
に
関
す
る
相
談
所
を

左
記
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

無
料
で
相
談
で
き
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日

時

４
月
21
日
（
木
）

９
時
30
分
～
12
時

▼
場

所

東
由
利
公
民
館

▼
担
当
者

地
区
行
政
相
談
委
員

小
松

（
市
民
福
祉
課
69-

２
１
１
７
）

朝
と
夕
方
の
時
報
が
変
わ
り
ま
す

４
月
15
日
（
金
）
か
ら
朝
と
夕
方
の

時
報
が
以
前
の
曲
に
戻
り
ま
す
。

▼
６
時
00
分

｢

市
民
歌
」
→
「
朝
」

▼
18
時
00
分

「
市
民
歌
」
→
「
東
由
利
音
頭
」

自
治
会
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

自
治
会
要
望
は
４
月
28
日
（
木
）
が

締
め
切
り
で
す
。
各
種
制
度
、
生
活
全

般
に
関
す
る
市
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て

お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
住
み
良
い
地
域

づ
く
り
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
振
興
課
69-

２
１
１
０
）



黄
桜
の
里
「
軽
ト
ラ
市
」
の

出
店
者
募
集
！

軽
ト
ラ
市
の
出
店
者
を
次
に
よ
り
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

▼
出
店
日

６
月
５
日
（
日
）

10
月
９
日
（
日
）

▼
場
所

道
の
駅
東
由
利

▼
募
集
区
画
数

30
区
画

▼
出
店
料
金

１
回
２
千
円

▼
申
込
締
切

４
月
18
日
（
月
）

▼
申
込
・
問
合
せ

黄
桜
の
里
ひ
が
し
ゆ
り
活
性
化
委
員
会

東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
「
ぷ
れ
っ
そ
」
内

℡
69-

３
２
６
６

筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
が

活
動
を
開
始
し
ま
し
た

東
由
利
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
利
用
の
皆
さ
ん
が
情
報
交
換
と
交

流
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
筋
ト
レ
ク

ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
て
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
体
育
館
の
器
具
を
使
用
し
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
い
方
は
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
東
由
利
筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
】

▼
活
動
日

日
曜
日

16
時
～
17
時

▼
場

所

東
由
利
体
育
館
２
階

▼
対

象

高
校
生
以
上

▼
参
加
費

無
料

（
施
設
使
用
料
は
各
自
）

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

カ
ン
ナ
平
の
開
場
日
程
変
更
に
つ
い
て

今
年
度
、
カ
ン
ナ
平
の
開
場
日
程
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

○
開
場
日

５
月
、
７
月
、
９
月
、
11
月

第
一
日
曜
日
の
み

○
利
用
時
間

８
時
30
分
～
16
時
30
分

○
料
金

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

510
円

２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
１
台

２
千
60
円

４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
１
台

４
千
110
円

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の

「
燃
え
な
い
ご
み
」
の
み
、
受
付
可
能

で
す
。

※
持
ち
込
み
で
き
な
い
も
の

燃
え
る
ご
み
、
農
機
具
、
バ
イ
ク
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
タ
イ
ヤ
、
焼
却
灰
、
塗

料
、
薬
剤
、
油
類
等
。

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
（
凍
）
庫
、
洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
は
廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
り
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

（
市
民
福
祉
課
69-

２
１
１
７
）

第10回ふれあい交流会 ～森に親しむ会～

｢自然とふれあう｣をテーマに、地域の子供達と保護者、地域
の人々が一緒に｢きのこの駒打ち｣｢収穫体験｣｢木に触れる体験｣
を行うことで、自分達が暮らす近くの、木育に関心をもつ機会
とするものです。
当日のボランティア参加も大歓迎です。是非ご参加ください。

■日程 ５月６日（金）雨天延期（小雨決行）
雨天延期時 ５月９日（月）
９時３０分開会

■内容 ・駒打ち(４００本)・アケビ受粉作業等
・みんなで森を楽しもう

講師 環境省パークボランティア
自然保護観察員 「大石 礼之輔」氏

・マジックショー・ゲーム
・スギっちと記念撮影

■場所 山遊庭の森（ふれあい広場）東由利法内野田
■協力 秋田県由利地域振興局森づくり推進課・

秋田県緑化推進委員会・由利本荘市・
本荘由利森林組合

■指導 東由利林業懇話会
■持ち物 保護者、ボランティアの方々は金槌を持参ください

(連絡先 阿部重助 TEL０１８４-６９-３９８６）
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